













































され，その過程で，どういう“mode of thought” を
考えているのかやどんな“mode of thought” を伸ば
そうとしているのかがはっきりしていない指導が







































































































































































たうえで，第 3 章で取り上げた“mode of thought”
に着目して考えていき，第 4 章･5 章の教材分析
においても“mode of thought”を念頭において考え
てきたので，第 2章の第 3節「証明の必要性とそ
の意味」の部分の解釈が不十分であったし，証明
の必要性を感じさせるためのいくつかの方法につ
いて，すべてにおいて考察したわけでもなかった
し，考察した中でもあまり深く考えることができ
なかった。
第３章で取り上げた“mode of thought”について，
“mode of thought”とは，計算の答えを出すことや
証明の結論を導く過程における思考や考え方の様
式であると考えたけれども，まだ何が，“mode of
thought”なのかはっきりしないところや分からな
いところがあるので，もっと詳しく考えていきた
い。
　第４章･５章では，もっと“mode of thought”とい
うものを考えて，試行錯誤の部分をもっと発展さ
せていく必要があると感じた。
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